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日本における国際医療の課題
大阪大学医学部附属病院 国際医療センターの取り組み
　本稿では、医療の国際化を進めるにあたり、日本にお
ける外国人（日本国籍を有するが、異なる言語や文化を
背景に持つ患者を含む）への診療を中心に現状と課題を
整理し、今後進めていくべき取り組みについて考察を行
う。現代社会において、日本で外国人診療を行う際には
言語のみならず習慣・宗教や費用・保険といった整備し
なければならない課題が残っている。特に言語に関して
は正確な通訳が求められるだけではなく、医療内容に特
化した資格の認証制度や人材のトレーニングについてな
ど、課題は多い。大阪大学医学部附属病院（以下、阪大
病院）に勤務する医師・看護師を対象のアンケート調査
にて、多くの職員が言語や文化の異なる患者・家族への
対応を経験し、患者との信頼関係樹立に困難があり、医
療通訳が必要と考えていることが明らかになった。阪
大病院では国際医療センターを 2013年 4月に設置し、
インバウンドとして外国人患者の受け入れ、海外よりの
医療従事者研修の受け入れ、アウトバウンドとして日本
の医療・医療システムの海外展開、研究・教育としてグ
ローバル医療イノベーター創生を三本の柱として、国際
医療の課題を解決し国際医療促進の活動を行っている。
小笠原祐希子、中田研、南谷かおり、
史賢林、澤芳樹
大阪大学大学院医学系研究科 国際・未来医療学講座
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1. 日本における外国人診療の現状と課題
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2. 大阪大学医学部附属病院にて実施した職員アンケート調査に基づく外国 
 人診療の現状と課題
2.1 調査対象
????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
????????1445????655?????790????????2014?7?
8??????65%???50%????78%?????????????????
???????????????1???????
2.2 自身の英語能力に関する認識の調査
????????????????????????????????????
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2.3 これまでの対応経験の調査
? ???????????????????????????????????
?????????????2??????????????????????
??????????????69%?????75%?????????????
????????????????????
????????????????????????????????????
20 〜 29 歳 30 〜 39 歳 40 〜 49 歳 50 〜 59 歳 60 〜 69 歳 無回答
医師 4.5% (15) 47.3% (156) 34.2% (113) 12.4% (41) 1.2% (4) 0.3% (1)
看護師 44.3% (275) 27.2% (169 20.6% (128) 5.5% (34) 1.9% (12) 0.5% (3)
男性 女性 無回答
医師 81.8% (270) 17.9% (59) 0.3% (1)
看護師 5.5% (34) 94.0% (584) 0.5% (3)
表 1. 職員アンケートに回答のあった医師・看護師の年齢及び性別
問題なし 
62 
19% 
日常会話程度 
160 
48% 
片言・挨拶程度 
98 
30% 
まったくできない 
7 
2% 
その他・無回答 
3 
1% 
問題なし 
4 
1% 
日常会話程度 
81 
13% 
片言・挨拶程度 
381 
61% 
まったくできない 
150 
24% 
その他・無回答 
5 
1% 
医師（n=330） 看護師（n=621）
図 1. 「あなた自身は英語でコミュニケーションがとれますか？」
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ない 
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0% 
医師（n=330） 看護師（n=621）
図 2. 「これまでに言語や文化の異なる患者・家族に対応した経験はありますか？」
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2.4 日本語が通じない場合の対応策や苦慮した点について
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49 
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４～５回 
40 
18% 
６回以上 
58 
25% 
医師	 (n=226)	 
１回 
79 
17% 
２回 
100 
22% 
３回 
74 
16% 
４～５回 
83 
18% 
６回以上 
118 
25% 
無回答 
11 
2% 
看護師	 (n=467)	 
医師（n=226） 看護師（n=467）
図 3. 「これまでにそのような経験を何回しましたか？」
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93 
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 医師 看 師
図 4. 「その患者（家族）は日本語でコミュニケーションできましたか？（複数回答可）」
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76% (170) 
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2% (11) 
4% (17) 
18% (82) 
23% (106) 
20% (93) 
53% (243) 
78% (356) 
51% (233) 
その他 
英語以外の外国語 
特別な対応なし 
スマートフォン等の翻訳機能 
院内スタッフの助け 
すでに通訳が手配済み 
家族・友人の同伴 
身振りや筆談 
英語で意思疎通 
看護師 (n=456) 
医師 (n=224) 
図 5. 「日本語が通じない時にどのように対応しましたか？（複数回答可）」
１回 
43 
19% 
２回 
49 
22% 
３回 
36 
16% 
４～５回 
40 
18% 
６回以上 
58 
25% 
医師	 (n=226)	 
１回 
79 
17% 
２回 
100 
22% 
３回 
74 
16% 
４～５回 
83 
18% 
６回以上 
118 
25% 
無回答 
11 
2% 
看護師	 (n=467)	 
問題なし 
61 
11% 
日常会話程
度 
136 
24% 
片言・挨拶
程度 
238 
42% 
まったくで
きない 
127 
23% 
看護師	 (n=467)	 
問題なし 
44 
16% 
日常会話程
度 
76 
27% 片言・挨拶程度 
93 
33% 
まったくで
きない 
68 
医師	 (n=225)	 
未来共生学  第 2 号150 小笠原ほか｜日本における国際医療の課題 151
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
?????????????170????????????????????
76%?????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
????????????????????????????????????
?? ?????????????????87%??????????????
??????????????????????????
??????????????????????????356??78%?????
???????????????????????????????243??53%??
?????????????233??51%?????????????????
????3??????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
????????????????????????????????????
?????????????????? ?????????????????
?????????????19%???????????????????255
??57%????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
??????????????????????????????
????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
??7?????????????????????????????????
十分できた 
22 
11% 
ある程度でき
た 
81 
40% 
最低限できた 
72 
36% 
ほぼできな
かった 
18 
9% 
わからない 
8 
4% 
十分できた 
3 
1% 
ある程度で
きた 
80 
18% 
最低限でき
た 
255 
57% 
ほぼできな
かった 
70 
16% 
わからない 
38 
8% 
医師（n=201） 看護師（n=446）
図 6. 「日本語が通じない時に、どの程度の意思の疎通ができましたか？」
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22% (81)  
17% (64)  
34% (123)  
7% (27)  
12% (44)  
49% (181)  
57% (208)  
その他 
食文化の違い 
生活習慣の違い 
医療保険の有無 
医療費の支払い 
病歴の聞き取り 
治療方針・手術の説明 
看護師 (n=366) 
医師 (n=162) 
図 7. 「外国人の患者さんの対応で苦慮した点はありますか？」（複数回答可）
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2.5 今後のニーズについての調査
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???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
?????????????????????????? ?????????
?????????????293??38%?????218??28%?????45??5%?
???????
3. 今後の取り組みと課題
3.1 大阪大学医学部附属病院　国際医療センターの設置
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
????????????????Center for Global Health???2013?4??
???????????????????????????????????
?????????????????1,000???????????????
???????????????????????????????????
????????????????????????????????????
????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
????????????????????????????????????
??????
3.2 国際医療センターのミッション
?????????????????????????????9??????
2% (6)  
31% (89)  
31% (90)  
35% (191)  
46% (133)  
85% (243)  
3% (16)  
35% (207)  
35% (208)  
48% (285)  
50% (296)  
85% (509)  
その他 
院内表示の多言語化 
スタッフの語学・多文化研修 
院内配布資料の多言語化 
患者記入書類（問診票etc.）の多言語化 
医療通訳サービス 
看護師 (n=597) 
医師 (n=287) 
図 8. 「今後外国人患者に対応するうえで、必要だと思うものはありますか？（複数回答可）」 図 9. 「国際医療センター」のミッション
海外からの患者受け入れ体制を診療科の枠をこえて、事務員、医師、看護師、
医療通訳、コーディネーターのチームにより、整備する
医療研修（医師、看護師、MR、技師、医療通訳等）をアジア、世界から受入れ
関西、日本、海外での国際医療ネットワーク形成
インバウンド
国際共同治験、共同研究の推進
アジア、世界市場への日本医薬品・医療機器の展開
日本医療システムの海外進出 アウトバウンド
大阪大学医学研究科 ( 医学専攻，保健学専攻 )、人間科学研究科、外国語学部、
言語文化研究科、国際公共政策研究科との協力、外部との協力
国際医療の教育研究の推進
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3.3 大阪大学医学部附属病院のインバウンドの現状
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2014?6????1???32??????????????????????
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??????????66%???????????????????10???
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表 2. “ 国際医療インバウンド ” のかかえる従来の問題点 東アジア	
北アメリカ	
南米	
中国	
11	  
日本	
1	
韓国	
3	インドネシア	
1	
インド	
1	
アメリカ	
3	
カナダ  1	
ブラジル  2	
ボリビア	
1	
カタール	
1	
ロシア	
1	
イタリア	
1	 エジプト	
1	
バングラデシュ	  
4	
中国語	
 12	  
英語	
 11	  
韓国語	
 3	  
アラビア語	
1	
ロシア語	
1	
イタリア語	
1	
その他アジア	
ポルトガル語	  
2	
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図 10. 外国人患者受け入れ数（2013 年 7 月〜 2014 年 6 月）
（実際に受診した患者数のみ集計、重複なし）
1.  院内に国際医療を扱う事務、コーディネーター、医療通訳が不在
2.  各科での病棟、外来でのノウハウが蓄積されない
3.  訴訟や医療費未払いなどの潜在的リスクに対し未対策
4.  医療費、診療契約のルールがない
5.  今後求められる、国際医療への対応部署がない
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図 11. 平成 25 年度受け入れ医療従事者（総勢 185 名、見学含む）
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大阪大学医学部附属病院 「日本語ができない患者・家族に関する職員アンケート調査」 
	 
問1.	 あなた自身について教えてください。 
年齢：□～19 歳 □20～29 歳 □30～39 歳 □40～49 歳 □50～59 歳 □60～69 歳 
□70 歳～ 
性別：□男性 □女性 
職種：□医師（所属：     科）  □看護師・助産師（所属：     科） 
   □コメディカル（        ） □事務（          ）  
   □その他（           ） 
上記職種での経験年数：約（   ）年 
当院での勤続年数：約（   ）年 
 
問 2-1. あなた自身は英語で外国人とコミュニケーションがとれますか？ 
 □問題なくとれる   □簡単な日常会話程度なら可能 
 □片言・あいさつ程度なら可能 □まったくできない 
 
問 2-2. あなたは英語・日本語以外に話せる言語がありますか？（会話のレベルは問いません） 
 □ある（具体的に：           ）  □ない 
 
問 3-1. 当院内で、言語や文化の異なる患者さんやご家族等に、対応した経験はありますか？ 
□ある       □ない 
 
※ 以下、問 3-2 から問 3-8 は、上記質問に経験が「ある」とお答えの方にお尋ねします。「ない」とお
答えの方は、問 4.へお進みください。 
 
問 3-2. 問 3-1 の経験を、これまで何回されましたか？（同一患者さんの対応は１回として数えてください） 
 □１回  □２回  □３回  □４～５回  □６回以上 
 
問 3-3. どこの国の何語を母語とする方（々）でしたか？複数回経験のある場合、複数ご記入ください 
 国名（          ）  言語（          ） □不明 
 
問 3-4. その患者さん（やご家族）は日本語でコミュニケーションがとれましたか？ 
 □問題なくとれた    □簡単な日常会話程度なら可能だった 
 □片言・あいさつ程度なら可能だった □まったくできなかった 
 
問 3-5. 日本語が通じない時に、どのように対応しましたか？（複数回答可） 
 □身振り手振りや筆談をした □スマートフォン等の翻訳機能を使った 
□英語で意思疎通を図った  □外国語（英語以外）で意思疎通を図った 
 □日本語ができる人の同伴をお願いした／既に同伴していた（家族・友人など） 
 □院内で外国語ができるスタッフを探した（具体的に：              ） 
 □既に通訳が手配済みであった（□院内で手配 □院外から手配 □手配先は不明） 
 □特別な対応はしなかった 
 □その他（                           ） 
 
問 3-6. 日本語が通じないときに、どの程度の意思の疎通ができましたか？ 
 □十分できた □ある程度できた □最低限できた □ほとんどできなかった □わからない 
 
問 3-7. 日本語が通じないときに、患者さんなどとの間で誤解が生じたことがありましたか？ 
 □はい □いいえ 
「はい」と答えた方は、どのような誤解が生じたか教えてください。 
 
  
 
問 3-8. 外国人患者さんの対応で、苦慮した点はありますか？（複数回答可） 
 □病歴の聞き取り □治療方針や手術の説明 □医療費の支払い □医療保険の有無 
 □生活習慣の違い □食文化の違い   □その他（              ） 
 
※ 問 4.以降は、全員の方にお尋ねします。 
 
問 4. 今後外国人患者さんに対応するうえで、必要だと思うものはありますか？（複数回答可） 
 □医療通訳サービス（とくに必要だと思う言語         語） 
 □病院スタッフに対する語学・多文化研修  
 □問診票や診療申込書など患者が記入する書類の多言語化 
 □院内配布資料の多言語化  □院内表示の多言語化 
 □その他（                             ） 
 
問 5. 今後、院内スタッフに対する語学・多文化研修があれば、受講してみたいと思いますか？ 
 □是非受講したい □都合が合えば受講したい □上司の許可があれば受講したい 
□あまり受講したいとは思わない 
 
問 6. 言語や文化の異なる患者さんやご家族等への対応に関して、ご自由にご意見をお聞かせください。 
 
 
 
問 7. 後日さらに詳しくお話をお伺いさせて頂けますか？ご承諾いただける方は、以下ご記入ください。 
 お名前：                
 ご連絡先（□電話 □E-mail）                           
 
質問は以上です。ご協力誠にありがとうございました。 
	 
